
11 15Vol.41

主なお知らせ
中央公園整備
教育文化奨励賞
健康ガイド
地域トピックス
情報案内板

························９

·······12〜14

···············15〜19

（平成１8年）2006

▽壽雪さんの作品
（茶碗）による呈茶

「三輪壽雪の世界」展
開催中！（11月26日まで）

萩美術館・
浦上記念館
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（図書館・児童館）（芝生広場等）

（駐車場）

（駐車場）

（トイレ）

中
央
公
園
整
備
事
業
の

基
本
計
画

　

平
成
15
年
に
中
央
公
園
整
備
検

討
委
員
会
（
会
長　

刀
禰
勇
商
工

会
議
所
会
頭
）
を
立
ち
上
げ
、
平

成
８
年
に
実
施
し
た
中
央
公
園
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
協
議
さ

れ
、
平
成
16
年
２
月
萩
市
長
に
答

申
し
ま
し
た
。

　

合
併
後
に
、
中
央
公
園
整
備
事

業
を
新
市
の
主
要
事
業
と
し
て
位

置
付
け
、
答
申
の
基
本
理
念
を
踏

ま
え
、
ゾ
ー
ン
の
配
置
に
つ
い
て

一
部
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

水
と
森
を
基
調
と
し
た
都
市
公

園
（
総
合
公
園
）
と
し
、
市
民

や
観
光
客
の
た
め
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
憩
い
の
場
と
し
て
利
用

で
き
る
萩
ら
し
い
公
園
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

　

計
画
の
基
本
方
針
は
、
①
市
民

と
観
光
客
の
た
め
の
公
園
、
②
水

と
緑
が
豊
か
な
、
人
と
自
然
と
心

が
交
流
す
る
公
園
、
③
緊
急
時
の

よ
り
所
と
し
て
の
公
園
、
④
萩
ら

し
さ
を
演
出
し
た
公
園
で
す
。

　

用
途
別
に
分
け
た
ゾ
ー
ン
は
、

上
図
の
と
お
り
で
す
。

今
後
の
整
備
計
画

　

現
在
、
工
事
を
行
う
た
め
の
用

地
測
量
、
立
木
調
査
を
終
え
、
造

成
計
画
等
の
設
計
に
着
手
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
中
心
部
に
位
置
す

る
多
目
的
ゾ
ー
ン
（
芝
生
広
場
）

の
造
成
・
排
水
等
工
事
に
着
手
し
、

西
側
の
管
理
ゾ
ー
ン
（
駐
車
場
）、

森
の
ゾ
ー
ン
は
平
成
20
年
度
を
め

ど
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
図
書
館
な
ど
建
物
ゾ
ー

ン
に
つ
い
て
は
、
20
年
度
以
降
の

整
備
と
な
り
ま
す
。

中
央
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
現
在
造
成
計
画
等

の
設
計
に
着
手
し
、
今
年
度
芝
生
広
場
の
造
成
・
排

水
等
の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
幼
児
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
が
く
つ
ろ
げ
る
公
園
、
水
と
森
を
基
調
と
し
た

公
園
と
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　昭和 28 年に都市計画決定した都市公園（運動
公園）で、昭和 31 年に市民球場が完成しました。
　平成 10 年、萩ウェルネスパークの野球場が完
成。周辺の運動施設が逐次供用開始されたため、
17 年秋に市民球場を解体しました。

（図書館・児童館）（芝生広場等）

（駐車場）

（駐車場）

み
ん
な
の
公
園
を

目
指
し
て
！

中央公園

（テニス、ゲートボール）
（トイレ）

中央公園の歴史

N

明
倫
小
学
校

市役所→
←萩美術館・浦上記念館 国道 191 号線
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農
作
業
体
験
を
通
し
て
、
将
来

市
内
で
の
就
農
・
定
住
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
「
農
業
体
験
塾
」

を
、
10
月
７
・
８
日
弥
富
交
流
促

進
セ
ン
タ
ー
を
宿
泊
場
所
と
し
て

開
催
し
、９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

９
人
が
農
業
生
産
現
場
を

体
験

　

東
京
・
大
阪
・
広
島
・
福
岡
な

ど
か
ら
、
農
業
に
意
欲
を
持
つ
会

社
員
等
９
人
の
男
性（
26
〜
61
歳
）

が
農
業
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
ト
マ
ト

コ
ー
ス
は
、
農
事
組
合
法
人
「
こ

ぶ
し
」（
高
佐
下
）
で
手
入
れ
や

管
理
方
法
を
学
び
、
畜
産
コ
ー
ス

は
、
農
事
組
合
法
人
「
長
沢
台
生

産
組
合
」（
紫
福
）
で
肉
用
牛
飼

育
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
農
作
物
の

技
術
講
義
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
農

事
組
合
法
人
「
小
国
フ
ァ
ー
ム
」

（
片
俣
）
で
、
水
稲
の
収
穫
も
行

い
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

◦
母
の
実
家
が
萩
近
郊
な
の
で
定

住
を
考
え
て
い
ま
す
。

就
農
・
定
住
を

応
援
し
ま
す
！

△秋空の下で稲刈り体験△トマトの育成方法を学ぶ

◦
夜
勤
が
多
く
家
族
と
一
緒
の
時

間
が
少
な
い
生
活
で
す
。
野
菜
作

り
が
好
き
な
の
で
将
来
は
定
住
を

考
え
た
い
で
す
。

◦
第
２
の
人
生
、
再
出
発
に
最
高

の
経
験
で
し
た
。

　

事
業
に
よ
っ
て
は
資
金
の
貸
付

制
度
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
農
業
や
漁
業
な
ど
の

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
、
萩

へ
の
定
住
に
興
味
を
持
た
れ
る
よ

う
、
総
合
的
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

萩ふるさと
ターン応援団

定住促進対策事業

８月から

事業の内容
①定住支援ホームページ
　　暮らしに必要な情報をはじめ、雇用、
　就業などの情報や地域情報を提供し、定
　住希望者を応援するサイトです。
　http://www.hagicity.com/teijyu/
②空き家情報バンク（11 月１日現在）
　　空き家になっている住宅（12 戸）を、
　所有者の申し出によりホームページに公
　開しています。その物件を利用したい定
　住希望者は、利用希望登録（５人）をし
　てもらいます。
　　また市の宅地分譲（４区画）や不動産
　業者の物件（98 件）も掲載しています。
③定住相談窓口
　　現在までの相談約 50 件。
■問い合わせ
　企画課内定住相談窓口（２５・３８１９）
　Ｅメール teijyu@city.hagi.yamaguchi.jp

農
業
体
験
塾

　

国
民
文
化
祭
が
終
わ
る
。
多
種

多
様
な
事
業
が
各
地
で
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。
萩
市
で
も
５
事
業
が
実

施
。
文
芸
祭「
川
柳
」や「
陶
芸
展
」

で
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
作
品
の

応
募
が
あ
り
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
歴

史
と
ま
ち
並
み
」、
民
謡
・
民
舞

の
祭
典
に
は
、
多
勢
の
参
加
者
に

よ
り
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
中

で
も
フ
ラ
メ
ン
コ
は
、見
て
感
激
・

驚
嘆
し
た
。

　

江
崎
の
西さ
い
ど
う
じ

堂
寺
に
か
か
わ
る
民

話
を
創
作
フ
ラ
メ
ン
コ
と
し
て

「
ア
モ
ー
ル
de
お
菊
」
に
仕
立
て

上
げ
、
見
事
に
演
じ
上
げ
る
。
幕

が
開
く
と
、
子
供
達
を
含
む
踊
り

手
が
、
手
造
り
の
和
装
で
登
場
。

そ
の
斬
新
さ
と
迫
力
で
、
ま
ず
圧

倒
。
悲
恋
の
物
語
が
展
開
す
る
中

で
主
役
の
感
情
が
、
フ
ラ
メ
ン
コ

の
手
法
を
通
し
て
強
烈
に
表
現
さ

れ
て
い
く
。

　

田
万
川
フ
ラ
メ
ン
コ
は
17
年
目

を
迎
え
る
と
聞
く
。
山
本
壬て
い
こ子

先

生
の
熱
烈
指
導
と
ロ
ス
・
ア
ミ
ー

ゴ
ス
の
皆
さ
ん
の
熱
意
と
努
力
の

結
晶
が
こ
の
創
作
劇
。
こ
れ
は
地

域
文
化
の
奇
跡
で
は
な
い
か
。

■
市
長
コ
ラ
ム
No.19



市報HAGI●2006（平成18）年11月15日号 �

み
ん
な
弥
富
の
子
宝
だ

　

弥
富
小
学
校
全
校
児
童
16
人
の
劇
団

「
弥
富
っ
子
」
が
、
国
民
文
化
祭
・
子

ど
も
夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
「
弥
富
大
好

き
な
想
い
を
伝
え
よ
う
」
と
、
11
月
11

日
に
音
楽
劇
「
龍
の
お
く
り
も
の
」
を

披
露
し
ま
す
。

　

こ
の
劇
は
、
地
元
に
残
る
和
泉
式
部

伝
説
を
も
と
に
、
子
ど
も
た
ち
が
中
心

に
な
っ
て
創
っ
た
も
の
で
、「
龍
」
は

地
元
の
名
所
「
道
永
の
滝
」
の
守
り
神
。

ほ
か
に
も
弥
富
に
ち
な
ん
だ
キ
ャ
ス
ト

〜
龍
の
お
く
り
も
の
〜

弥
富
小
学
校

が
登
場
し
て
き
ま
す
。

　

昨
年
秋
か
ら
、
毎
週
１
～
２
回
の
練

習
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
４
月
に

は
新
入
生
も
加
わ
り
ま
し
た
が
、
台
本

の
漢
字
が
読
め
な
い
た
め
、
耳
で
聞
い

て
覚
え
ま
し
た
。
厳
し
い
練
習
が
続
く

中
、
上
手
く
演
技
が
で
き
ず
に
涙
を
流

す
子
ど
も
も
い
た
そ
う
で
す
。
10
月
に

は
転
入
生
が
２
人
加
わ
り
、
急
き
ょ
台

本
を
変
更
す
る
と
い
う
う
れ
し
い
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
。

　

ま
た
、
演
劇
の
経
験
を
持
つ
地
元
の

方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
指
導
に
あ
た
っ

た
ほ
か
、
お
父
さ
ん
た
ち
が
ス
テ
ー
ジ

横
に
立
て
か
け
る
畳
４
枚
分
の
大
型
絵

本
の
土
台
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
衣
装
、

地
域
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
草
履
を
作

る
な
ど
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
が
協

力
し
て
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　
「
龍
の
お
く
り
も
の
」
と
は
弥
富
の

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
。
こ
の
劇
は
、
子

ど
も
た
ち
が
弥
富
の
子
宝
と
し
て
自
信

と
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

田
万
川
の
新
し
い
文
化
に

　

田
万
川
地
域
で
16
年
前
に
芽
生
え
た

フ
ラ
メ
ン
コ
の
文
化
が
、
11
月
４
、５

日
、
国
民
文
化
祭
「
た
ま
が
わ
de
！
フ

ラ
メ
ン
コ
」
で
遂
に
開
花
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
メ
イ
ン
、
創
作
フ
ラ
メ
ン
コ

「
ア
モ
ー
ル
de
お
菊
」
に
出
演
し
た
「
ロ

ス
・
ア
ミ
ー
ゴ
ス
田
万
川
」
は
平
成
２

年
に
発
足
。
メ
ン
バ
ー
は
子
ど
も
か
ら

創
作
フ
ラ
メ
ン
コ「
ア
モ
ー
ル
de
お
菊
」

ロ
ス
・
ア
ミ
ー
ゴ
ス
田
万
川

大
人
ま
で
約
35
人
。
田
万
川
の
シ
ン
ボ

ル
西
堂
寺
に
ま
つ
わ
る
民
話
を
、
田
万

川
の
新
た
な
伝
統
文
化
に
な
り
つ
つ
あ

る
フ
ラ
メ
ン
コ
で
伝
え
て
い
こ
う
と
、

創
作
フ
ラ
メ
ン
コ
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

使
用
人
の
七
五
郎
と
の
叶
わ
ぬ
恋
に

悩
ん
だ
末
、
江
崎
湾
に
身
を
投
げ
た
鍋

山
長
者
の
一
人
娘
お
菊
を
、
漁
師
総
出

で
捜
し
て
い
た
と
き
、
海
か
ら
浮
か
び

上
が
っ
た
地
蔵
を
お
菊
の
化
身
と
し
て

弔
っ
た
と
い
う
物
語
。
こ
れ
を
、
田
万

川
地
域
で
フ
ラ
メ
ン
コ
が
芽
生
え
た
当

初
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
山
本
壬て
い
こ子

先
生

が
中
心
と
な
っ
て
、
プ
ロ
の
脚
本
家
や

演
奏
家
の
方
々
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
ま

し
た
。

　

公
演
は
、
大
変
す
ば
ら
し
い
も
の
と

な
り
、
多
く
の
観
客
に
感
動
を
与
え
ま

し
た
。
今
回
主
役
を
務
め
た
ロ
ス
・
ア

ミ
ー
ゴ
ス
田
万
川
代
表
の
清
水
裕
子
さ

ん
は
、「
大
変
い
い
作
品
を
地
元
に
残

せ
ま
し
た
。こ
れ
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、

毎
年
公
演
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
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文化奨励賞

体育功労賞

体育功労賞

文化奨励賞

体育功労賞

体育功労賞

教育功労賞

文化功労賞

体育奨励賞

教育功労賞

文化功労賞

体育奨励賞

教育奨励賞教育奨励賞
金子まり子（56 歳 椿東）

　お話ボランティアの一員
で、子どもたちへ本の魅力
を伝える活動を行う「ジョイ
ネット・草の芽」や人形劇「わ
らべ」を設立。手話ボランティ
アとしても活動しています。

池 部 幾 代（74 歳 大島）

　市連合婦人会会長や市社会
教育委員として、社会教育・
文化の発展に中心的役割を果
たす。また、人権、福祉、選
挙啓発の分野でも大きな役割
を果たしています。

岩 崎 照 子（77 歳 江向）

　コーラスグループ「萩コー
ラス 62」や「コーラスうたご
え」を設立し、長年にわたり
合唱指導で萩市の音楽振興に
貢献。姉妹都市「蔚山広域市」
との国際交流もしています。

青 木 秀 典 （77 歳 下田万）

　昭和 45 年から田万川地域
の体育指導員となり、合併前
まで阿武郡の野球連盟役員と
して尽力。その後も田万川地
域のスポーツ振興会会長を務
めています。

特別賞特別賞
栩
と ち ぎ

木 順平 （16 歳 長門市）

　萩養護学校高等部２年生に
在学。卓球部の選手として
10 月の「全国障害者スポー
ツ大会」で第２位、また５月
の山口県障害者スポーツ大会
で優勝しています。

教育奨励賞教育奨励賞
港 　良

りょういち

弌 （72 歳 江崎）

　平成９年に生涯学習団体
「パレットたまがわ」を設立。
特技や一芸を持つ人を地域で
紹介したり、生涯学習講座の
開設をコーディネートしてい
ます。

越ヶ浜郷土芸能保存会
　昭和 47 年の設立以来、長
年にわたり市指定無形民俗
文化財「巫

み っ こ

女の舞」「大
おおあみごえ

網声」
の保護、郷土芸能の普及・継
承に貢献。三世代交流や地域
交流も行っています。

髙 津 英 明（58 歳 平安古町）

　スポーツ少年団の指導者、
役員を務め、青少年の健全育
成や後進の指導に貢献。特に
サッカーの指導者として、萩
明倫女子チームを全国大会準
優勝に導いています。

金 子 栄 一（58 歳 川上）

　昭和 54 年から川上地域の
体育協会会長をはじめ、体
育指導委員長として地域のス
ポーツ振興に多大な貢献。合
併後も市体育指導委員協議会
副会長を務めています。

△会長 木村靖枝

平
成
18
年
度

萩
市
教
育
文
化
奨
励
賞　

受
賞
者

萩
市
教
育
文
化
奨
励
賞　

受
賞
者

特別賞特別賞 萩高等学校合唱部
　10 月の「ＮＨＫ全国学校音楽コンクール全国
コンクール」で、優良賞を受賞。山口県勢では宇
部高以来 30 年ぶりで、昭和 28 年の合唱部設立
以来初めて出場しました。
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■
萩
・
阿
西
科
学
展
覧
会

応
募
点
数　

３
６
２
点
（
小
学
校
２
４
４
点
、

中
学
校
１
１
８
点
）

○
創
造
の
部

【
小
学
校
の
部
】
三
輪
歩あ
ゆ
み（

多
磨
２
年
）、萩
原

稔み
の
り（
椿
西
３
年
）、田
村
泉（
椿
東
３
年
）、難
波

翔（
明
倫
４
年
）、南な
ん
け家
進
吾（
同
５
年
）、田
村
悠

（
椿
東
５
年
）、田
中
翔
一
朗（
明
倫
６
年
）

【
中
学
校
の
部
】
波
多
野
新し
ん（

萩
東
２
年
）、新
井

悠
介
、田
中
涼
子（
同
３
年
）

○
自
然
の
部

【
小
学
校
の
部
】
石
井
祐ゆ

い衣（
椿
東
１
年
）、大

島
功こ
う
す
け
資
、
原
田
睦む
つ
み巳（
明
倫
１
年
）、阿
武
礼
子
、

吉
井
七な
な
み海（
明
倫
２
年
）、木
村
優
花（
椿
西
３

年
）、大
島
千ち

ほ歩（
明
倫
４
年
）、國
廣
桃
子（
椿
西

４
年
）、落
合
美
沙（
椿
東
５
年
）、上
領
凛り

の

あ
乃
彩

（
明
倫
５
年
）、松
尾
桃
子（
三
見
６
年
）、瀧
口
泰

典（
明
木
６
年
）、國
廣
紀
子
、戸
倉
朋
美（
椿
西

６
年
）、木
原
涼（
明
倫
６
年
）

【
中
学
校
の
部
】
山
本
美み
お
ん音

、上
領
美よ
し
あ彩

、山

下
愛え

り莉
、溝
部
文ふ
づ
き月（

萩
西
１
年
）、森
永
里
奈

（
佐
々
並
１
年
）、古
川
昌
宏（
萩
東
２
年
）、藤
山

友ゆ

り

あ
里
亜（
福
栄
２
年
）、田
中
喜き

こ子（
大
島
２
年
）、

佐
久
間
彩
乃
、野
海
沙
也
加
、横
山
樹じ
ゅ
り理（
川
上

３
年
）

■
萩
・
阿
西
科
学
研
究
発
表
会

応
募
件
数　

９
件
（
小
学
校
８
件
、
中
学
校
１

件
）

角
倉
拓
真（
椿
東
５
年
）、萩
原
睦ち
か（
椿
西
６
年
）、 

野
村
晃
平（
明
倫
６
年
）、藏
永
萌め
ば
え（
萩
東
）

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

■
高た
か
ま
ど
の
み
や

円
宮
杯
全
日
本
中
学
校
英
語
弁
論
大
会

（
11
月
23
日
〜
25
日　

東
京
都
）

長井 紀
のりゆき

幸
（相島中３年）

　

長
井
君
は
、
萩
市
教
育
委
員
会
が
今
年
夏

に
実
施
し
た
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
・

イ
ギ
リ
ス
研
修
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
自
作
の
英
文
「
Ｔ
ａ
ｌ
ｅ
ｓ

　

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ　

Ａ
ｉ
ｓ
ｈ
ｉ
ｍ
ａ
（
相
島
か

ら
の
話
）」
を
発
表
し
ま
す
。

萩
・
阿
西
科
学
展
覧
会
、
科
学

研
究
発
表
会　

特
選
受
賞
者

全
国
大
会
入
賞
お
め
で
と
う

▽
笹
村
直
也
（
萩
西
中
３
年
）

　

全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会 

第
３
位　

　

男
子
４
０
０
ｍ
（
記
録
：
50
秒
41
）　

　

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
大
会 

第
２
位

　

男
子
４
０
０
ｍ
（
記
録
：
49
秒
45
）

▽
世
良
昂こ
う
や弥
（
萩
商
工
１
年
）

　

国
民
体
育
大
会　
（
陸
上
） 

第
３
位　

　

少
年
男
子
Ｂ
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

　
（
記
録
：
14
秒
43
）

▽
栩と
ち
ぎ木

順
平
（
萩
養
護
学
校
高
等
部
２
年
）

　

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
卓
球
） 
第
２
位　

　

10
月
７
日
、日
本
陸
上
競
技
連

盟（
会
長
：
河
野
洋
平
）か
ら
秩
父

宮
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

秩
父
宮
章
は
、
日
本
陸
上
競
技

連
盟
あ
る
い
は
加
盟
団
体
に
長
年

功
績
が
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
る
最

高
章
。

　

堀
田
さ
ん
は
、
昭
和
32
年
か
ら

24
年
間
に
わ
た
り
、
山
口
鴻
城
高

校
や
萩
高
校（
昭
和
37
年
〜
56
年
）

の
陸
上
競
技
部
の
監
督
と
し
て
、

堀田　誠

全
国
高
校
駅
伝
大
会
で
10
回
の
入

賞
に
導
い
た
ほ
か
、
県
教
育
委
員

会
で
維
新
百
年
記
念
公
園
陸
上
競

技
場
（
山
口
市
）
の
建
設
に
関
わ

る
な
ど
、
約
50
年
間
、
陸
上
競
技

の
指
導
者
と
し
て
選
手
の
育
成
強

化
に
貢
献
。「
萩
城
下
町
マ
ラ
ソ

ン
」
の
創
設
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
山
口
陸
上
競
技
協
会

副
会
長
。

（川島）

秩
ちちぶのみやしょう

父宮章
　

10
月
21
日
、
㈶
日
本
手
工
芸
指

導
協
会
主
催
の
「
手
工
芸
作
品

展
」
の
工
芸
の
部
で
、
最
高
賞
の

内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

作
品
は
、
笠
山
椿
群
生
林
の
ヤ

ブ
ツ
バ
キ
の
花
が
落
ち
、
新
芽
が

出
て
き
た
様
子
を
表
現
し
た
ア
ー

ト
盆
栽
で
す
。

　

岡
野
さ
ん
は
、
㈶
日
本
手
工
芸

指
導
協
会
の
講
師
と
し
て
、
萩

市
、
山
口
市
、
防
府
市
で
ア
ー
ト

フ
ラ
ー
、
創
作
粘
度
人
形
、
ア
ー

ト
盆
栽
、
萩
人
形
の
教
室
を
開
か

れ
て
い
ま
す
。

受賞作品▷
「落花再生」
（縦１ｍ、横１ｍ）

岡野 芳子
（今古萩町）

内閣総理
大臣賞

受賞・受章おめでとうございます！
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今
回
は
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

①
大
げ
さ
な
見
出
し

　
「
驚
異
の
～
!!
」
と
い
っ
た
見

出
し
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
司

会
者
や
出
演
者
が
「
こ
れ
は
す
ご

い
!!
」
な
ど
と
発
言
す
る
の
も
印

象
に
強
く
残
る
表
現
で
す
。

②
権
威
を
印
象
付
け
る
演
出

　

人
気
司
会
者
の
番
組
で
あ
っ
た

り
、
博
士
と
か
教
授
と
か
研
究
所

所
長
と
い
っ
た
肩
書
き
の
あ
る
人

が
解
説
し
た
り
、
白
衣
を
着
た
人

が
出
演
し
た
り
す
る
と
、
私
た
ち

は
つ
い
つ
い
信
用
し
て
し
ま
い
ま

す
。

③
具
体
的
な
経
験
談

　
「
実
験
」
を
し
て
い
る
場
面
を

よ
く
見
ま
す
。
実
験
し
て
い
れ
ば

科
学
的
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

専
門
的
に
見
る
と
科
学
的
な
根
拠

⑯

萩
市
国
民
健
康
保
険 

川
上
診
療
所  　

５
４
・
２
０
１
４

信
じ
て
い
い
の
？

医師：佐
さ く ま

久間暢
の ぶ お

夫

毎
日
の
よ
う
に
新
聞
広
告
や
テ
レ
ビ
番
組
で
は
、
健
康
食
品

や
病
気
の
話
を
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
多
か
れ
少
な
か
れ
、
こ
の
よ
う
な
話
に
は
興
味
を

お
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

数
年
前
、
川
上
で
口
演
会
が
あ

り
ま
し
た
。
白
衣
を
着
て
医
学
の

話
を
す
る
芸
人
さ
ん
の
漫
談
で
し

た
。
翌
日
の
外
来
に
「
私
は
糖
尿

病
で
し
ょ
う
か
？
」
と
受
診
さ
れ

た
方
が
あ
り
ま
し
た
。
理
由
を
お

聞
き
す
る
と
、「
昨
日
、『
小
便

を
十
回
す
る
と
ト
ウ
ニ
ョ
ウ
』
と

い
っ
て
い
た
が
、
私
は
糖
尿
病
で

し
ょ
う
か
？
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

皆
さ
ん
は
も
う
お
気
付
き
で

し
ょ
う
。「
十
回
の
尿
」と「
糖
尿
」

を
か
け
た
洒
落
だ
っ
た
の
で
す
。

そ
の
方
は
「
あ
あ
、
そ
う
か
」
と

笑
っ
て
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
笑
い
話
と
す
ぐ
に
分
か

り
ま
す
が
、
実
は
こ
の
よ
う
な
話

は
テ
レ
ビ
や
雑
誌
、
新
聞
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
の
中
に
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
そ
の

内
容
を
信
じ
て
し
ま
う
話
に
は
、

い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

に
は
な
り
得
な
い
も
の
が
多
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
テ

レ
ビ
の
よ
う
に
、
目
で
見
る
と
私

た
ち
の
心
に
残
り
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

テ
レ
ビ
の
健
康
番
組
の
多
く

は
、
娯
楽
（
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
）
番

組
で
す
か
ら
、
悩
ま
ず
に
、
楽
し

ん
で
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

先
日
あ
る
新
聞
に
載
っ
て
い
た

記
事
で
す
。
健
康
情
報
の
信
頼
性

に
つ
い
て
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

「
単
な
る
経
験
談
は
話
半
分
に
聞

い
て
お
き
ま
し
ょ
う
」、「
動
物
実

験
の
結
果
は
人
間
に
当
て
は
ま
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
」、「
学
会
発
表

も
、
科
学
論
文
に
な
っ
て
い
な
け

れ
ば
信
頼
性
は
不
十
分
で
す
」
と

い
う
内
容
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
自
分
の
都
合
の
良
い
よ
う
に
思

い
込
む
癖
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
情

報
が
正
し
い
か
誤
り
か
を
冷
静
に

判
断
す
る
の
は
、
な
か
な
か
難
し

い
こ
と
で
す
ね
。

　

体
調
の
優
れ
な
い
方
、
な
か
な

か
病
気
が
治
ら
な
い
と
悩
ん
で
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
わ
ら
を
も
す

が
る
思
い
で
こ
の
よ
う
な
情
報
を

ご
覧
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
弱
み
に
つ
け
込
ん

で
、
だ
ま
す
よ
う
な
悪
い
広
告
が

存
在
す
る
の
も
事
実
で
す
。
そ
の

悩
み
は
、
医
学
の
専
門
家
で
あ
る

主
治
医
の
先
生
と
一
緒
に
解
決
な

さ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

素
人
判
断
は
禁
物
で
す
。

川上診療所長
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10
月
16
日
、
萩
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
会
長
：
岡
弘
）
が
、「
長
州
フ
ァ

イ
ブ
」
の
看
板
３
枚
を
市
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。看
板
は
高
さ
約
１
４
０
㎝
で
、

萩
駅
前
、
伊
藤
博
文
別
邸
、
明
倫
小
学

校
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

映
画
公
開
前
日
で
、
吉
田
松
陰
の
命
日

に
あ
た
る
10
月
27
日
、
松
陰
神
社
で
五
十
嵐

匠し
ょ
う

監
督
、
三
浦
ア
キ
フ
ミ
さ
ん
（
伊
藤
博

文
役
）、前
田
倫み
ち
よ
し
良
さ
ん
（
遠
藤
謹
助
役
）
が
、

映
画
ヒ
ッ
ト
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

五
十
嵐
監
督
は
「
光
が
見
え
な
い
目
的
喪

失
の
現
代
、
命
を
顧
み
ず
行
動
し
た
５
人
は

ま
ぶ
し
く
見
え
る
。
鮮
烈
な
生
き
ざ
ま
を
与

え
る
作
品
」
と
話
し
ま
し
た
。

萩
の
ま
ち
を
楽
し
む

　

萩
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
が
、
10
月
１
日
か

ら
８
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

着
物
ウ
ィ
ー
ク
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続

く
ま
ち
な
み
を
和
服
姿
の
人
々
が
訪
れ
、
夕

暮
れ
時
か
ら
は
竹
灯
路
が
導
く
中
を
散
策
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

萩
焼
ま
つ
り
で
は
、
田
町
商
店
街
に
並
ん

だ
萩
の
伝
統
工
芸
品
に
人
々
が
足
を
と
め
、

道
の
駅
「
萩
し
ー
ま
ー
と
」
の
魚
ま
つ
り

会
場
は
、
安
く
て
新
鮮
な
萩
の
魚
を
買
い
求

め
る
人
々
の
熱
気
で
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

映
画「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

　

幕
末
に
英
国
に
密
航
し
て
先
進
技
術
を
学

び
、
近
代
日
本
の
基
礎
を
築
い
た
５
人
の
長

州
藩
士
を
描
い
た
映
画
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」

が
、
10
月
28
日
か
ら
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
な
ど

県
内
８
映
画
館
で
先
行
上
映
が
始
ま
り
ま
し

た
。「
お
客
の
入
り
は
出
足
好
調
で
す
。
萩

の
映
画
を
ぜ
ひ
地
元
の
映
画
館
で
ご
覧
く
だ

さ
い
」
と
、
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
。

先
行
上
映
始
ま
る

萩
東
Ｒ
Ｃ

長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
看
板
を
寄
付

松
陰
神
社
で
映
画
ヒ
ッ
ト
祈
願

着物ウィーク in 萩10/1〜8

田町萩焼まつり10/6〜9

竹灯路物語10/6〜8

魚まつり10/8
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「
萩
阿
武
商
工
会
」
誕
生

　

田
万
川
町
商
工
会
、
須
佐
町
商
工
会
、
阿

武
町
商
工
会
の
合
併
契
約
調
印
式
が
、
10
月

17
日
、
田
万
川
町
商
工
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
会

員
数
４
３
６
人
の
「
萩
阿
武
商
工
会
」
が
誕

生
し
ま
す
。

　

地
域
経
済
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
中
で
、
地
域
の
事
業
者
に
と
っ
て
頼
り

に
な
る
相
談
役
と
し
て
、
ま
た
活
力
あ
ふ
れ

る
地
域
づ
く
り
の
推
進
役
と
し
て
新
商
工
会

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

遊
び
の
広
場
に
集
ま
れ

　

10
月
22
日
、
遊
び
や
体
験
活
動
を
通
じ
た

健
や
か
な
成
長
を
目
的
に
、「
萩
わ
ん
ぱ
く

広
場
」が
明
倫
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
別
々
に
開
催
し
て
い
た
「
萩
わ
ん

ぱ
く
広
場
」
と
「
児
童
ク
ラ
ブ
交
流
会
」
を

同
時
開
催
。全
13
コ
ー
ナ
ー
の
充
実
を
図
り
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。「
も

の
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
洗
濯
の
り
を

原
料
に
し
た
ス
ラ
イ
ム
作
り
に
挑
戦
。
子
ど

も
た
ち
は
、
白
衣
を
着
た
萩
高
の
科
学
部
生

徒
か
ら
説
明
を
聞
い
て
、
一
生
懸
命
割
り
箸

で
こ
ね
て
作
っ
て
い
ま
し
た
。

萩
ク
ロ
マ
グ
ロ

　
　
　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　

10
月
28
日
、
29
日
の
２
日
間
、
見
島
沖

で「
第
９
回
萩
ク
ロ
マ
グ
ロ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
絶
好
の
釣
り
日
和
と
な
り
、
県
内

外
か
ら
延
べ
25
チ
ー
ム
、
73
人
が
参
加
。
あ

い
に
く
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
釣
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
第
１
位
の
5.1　
kg
の
コ
シ
ナ
ガ
マ
グ
ロ
を

は
じ
め
、
ヒ
ラ
マ
サ
、
タ
イ
な
ど
３
６
２
尾

の
釣
果
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
４
月
１
日

萩
市
民
秋
季

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

10
月
15
日
、
22
日
、
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー

ク
多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
部

22
チ
ー
ム
、
２
部
16
チ
ー
ム
が
出
場
。

１部優勝　長山町チーム（萩地域）２部優勝　堀内チーム（萩地域）
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会計名 予算額 歳入　収入済額  （執行率）歳出　支出済額 （執行率）

住宅新築資金等貸付事業 280万円 1,350万円（482.1%） 1万円（0.4%）

福祉援護資金貸付事業 290万円 571万円（196.9%） 0万円（0.0%）

土地取得事業 6,320万円 6,243万円（98.8%） 4,739万円（75.0%）

国民健康保険事業（事業勘定） 80億5,747万円 24億4,135万円（30.3%） 28億6,127万円（35.5%）

国民健康保険事業（直診勘定） 4億540万円 9,767万円（24.1%） 1億7,383万円（42.9%）

老人保健事業 90億1,583万円 34億773万円（37.8%） 36億8,956万円（40.9%）

介護保険事業（保険事業勘定） 54億2,883万円 20億1,434万円（37.1%） 21億2,419万円（39.1%）
介護保険事業
　（介護サービス事業勘定） 1億6,080万円 1,862万円（11.6%） 5,755万円（35.8%）

簡易水道事業 5億7,280万円 5,658万円（9.9%） 1億2,149万円（21,2%）

公共下水道事業 25億7,133万円 2億617万円（8.0%） 8億4,847万円（33.0%）

特定環境保全公共下水道事業 8,420万円 973万円（11.6%） 1,956万円（23.2%）

農業集落排水事業 7億250万円 3,353万円（4.8%） 2億978万円（29.9%）

漁業集落排水事業 7億2,778万円 6,102万円（8.4%） 2億2,113万円（30.4%）

林業集落排水事業 260万円 18万円（6.9%） 85万円（32.7%）

特定地域生活排水事業 7,070万円 204万円（2.9%） 932万円（13.2%）

個別排水事業 1,040万円 105万円（10.1%） 126万円（12.1%）

駐車場事業 1,940万円 1,041万円（53.7%） 734万円（37.8%）

合　　　計 278億9,894万円 84億4,206万円（30.3%） 103億9,300万円（37.3%）

財
政
状
況
公
表

市
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
、
市
債
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
ど
の

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
年
２
回
、
財
政
状
況
の
公
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
上
半
期
の
収
支
、
市
債
、
財
産
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
18
年
度 

上
半
期
（
平
成
18
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）

0 20 40 60 80 100 120

34億4,740万円（63.0％）34億4,740万円（63.0％）

82億4,867万円（68.6％）82億4,867万円（68.6％）

21億7,810万円（40.3％）21億7,810万円（40.3％）

（単位：億円）

47.9％
※数値は収入済額

0 20 40 60 80 100 120

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費

教育費

その他

14億32万円（38.7％）14億32万円（38.7％）

22億7,519万円（30.7％）22億7,519万円（30.7％）

10億6,669万円（35.4％）10億6,669万円（35.4％）

6億344万円（15.7％）6億344万円（15.7％）

8億823万円（26.2％）8億823万円（26.2％）

11億2,520万円（37.7％）11億2,520万円（37.7％）

31億4,768万円（39.7％）31億4,768万円（39.7％）

歳出
予算額 318億8,039万円
支出済額 104億2,675万円

執行率 32.7％
※数値は支出済額

（単位：億円）

会計名 現在高 構成比
一般会計 455億4,893万円 70.3%
住宅新築資金等貸付事業 647万円 0.0%
国民健康保険事業（直診勘定） 2億4,569万円 0.4%
介護保険事業（保険事業勘定） 562万円 0.0%
簡易水道事業 21億1,258万円 3.3%
公共下水道事業 98億5,723万円 15.2%
特定環境保全公共下水道事業 6億6,408万円 1.0%
農業集落排水事業 46億818万円 7.1%
漁業集落排水事業 16億1,062万円 2.5%
林業集落排水事業 1,850万円 0.0%
特定地域生活排水事業 5,440万円 0.1%
個別排水事業 9,077万円 0.1%

総　　額 648億2,307万円 100.0%

区　　分 面　積・金　額
土　　地 451万5,619㎡
建　　物 42万2,108㎡
山　　林 1億3,760万7,823㎡
有価証券 9,910万円

出資による権利 5億8,434万円
債　　権 5億176万円

基　金
現　金 104億9,081万円
土　地 5億1,484万円
現　物 956万円

市有財産の状況

学校や福祉施設、道路の整備など公共事業を行う場合に、
国や金融機関から長期的に資金を借り入れます。

市債残高の状況 ▼

▼

当初予算額は、308 億 6,600 万円を計上し、その後２回の予算補正を行いこれに平成
17年度からの繰越明許費を加え、 現在の予算 規模は318億8,039万円となりました。
９月末における収支状況は、収入済額152億 5,686 万円（47.9％）、支出済額 104
億 2,675 万円（32.7％）です。

事業ごとに収支を明確にするため、一般会計か ら独立させた会計で、
現在 17 の特別会計があります。

（平成18年9月30日現在）

（平成18年9月30日現在）
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会計名 予算額 歳入　収入済額  （執行率）歳出　支出済額 （執行率）

住宅新築資金等貸付事業 280万円 1,350万円（482.1%） 1万円（0.4%）

福祉援護資金貸付事業 290万円 571万円（196.9%） 0万円（0.0%）

土地取得事業 6,320万円 6,243万円（98.8%） 4,739万円（75.0%）

国民健康保険事業（事業勘定） 80億5,747万円 24億4,135万円（30.3%） 28億6,127万円（35.5%）

国民健康保険事業（直診勘定） 4億540万円 9,767万円（24.1%） 1億7,383万円（42.9%）

老人保健事業 90億1,583万円 34億773万円（37.8%） 36億8,956万円（40.9%）

介護保険事業（保険事業勘定） 54億2,883万円 20億1,434万円（37.1%） 21億2,419万円（39.1%）
介護保険事業
　（介護サービス事業勘定） 1億6,080万円 1,862万円（11.6%） 5,755万円（35.8%）

簡易水道事業 5億7,280万円 5,658万円（9.9%） 1億2,149万円（21,2%）

公共下水道事業 25億7,133万円 2億617万円（8.0%） 8億4,847万円（33.0%）

特定環境保全公共下水道事業 8,420万円 973万円（11.6%） 1,956万円（23.2%）

農業集落排水事業 7億250万円 3,353万円（4.8%） 2億978万円（29.9%）

漁業集落排水事業 7億2,778万円 6,102万円（8.4%） 2億2,113万円（30.4%）

林業集落排水事業 260万円 18万円（6.9%） 85万円（32.7%）

特定地域生活排水事業 7,070万円 204万円（2.9%） 932万円（13.2%）

個別排水事業 1,040万円 105万円（10.1%） 126万円（12.1%）

駐車場事業 1,940万円 1,041万円（53.7%） 734万円（37.8%）

合　　　計 278億9,894万円 84億4,206万円（30.3%） 103億9,300万円（37.3%）

育英小学校整備事業 無田ヶ原口団地整備事業

上半期に実施した主な事業

□都市景観の整備

□住環境の整備

□高齢者福祉の充実

□児童福祉の充実

□交通機関の充実

□商業の振興

□教育施設の充実

□人材の育成

育英小学校整備事業

0 20 40 60 80 100 120

市税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

諸収入

市債

その他

34億4,740万円（63.0％）34億4,740万円（63.0％）

82億4,867万円（68.6％）82億4,867万円（68.6％）

5億5,778万円（20.8％）5億5,778万円（20.8％）

4億9,841万円（19.8％）4億9,841万円（19.8％）

2億410万円（31.7％）2億410万円（31.7％）

1億2,240万円（3.9％）1億2,240万円（3.9％）

21億7,810万円（40.3％）21億7,810万円（40.3％）

歳入
予算額 318億8,039万円
収入済額 152億5,686万円

執行率 47.9％
※数値は収入済額

当初予算額は、308 億 6,600 万円を計上し、その後２回の予算補正を行いこれに平成
17年度からの繰越明許費を加え、 現在の予算 規模は318億8,039万円となりました。
９月末における収支状況は、収入済額152億 5,686 万円（47.9％）、支出済額 104
億 2,675 万円（32.7％）です。

一般会計
執行状況

▼

特別会計
執行状況

▼

無田ヶ原口団地整備事業

事業ごとに収支を明確にするため、一般会計か ら独立させた会計で、
現在 17 の特別会計があります。

　堀内・浜崎地区で、電線類の地中化や町並み保
存などを行い文化的観光資源の再生、景観の向上を
図っています。

　老朽化した木造住宅を建て替え、老人福祉施設を
併設する無田ヶ原口団地整備事業を、昨年度に引き
続き実施しています。

　高齢者を支える総合的機関として地域包括支援セ
ンターを萩・須佐地域に設置しました。

　保育園児や小学校低学年の児童が、病気やけがのた
め集団保育が困難な期間、一時的に預かる病後時一時
預かり事業を須佐・田万川地域でも開始しました。

　公共交通機関が通っていない地区から総合事務所
や診療所等の地域の拠点まで運行する「ぐるっとバ
ス」を田万川・須佐地域でも運行を開始しました。

　観光型商店街を目指す田町商店街の活性化を図る
ために平成 16 度から整備を進めてきた「御成道・
たまち駐車場」が完成しました。

　老朽化した校舎を改築するため、今年度中の完成
を目指して育英小学校整備事業を実施しています。

　萩市の将来を担う人材を育成するため、中学生５
人を英国の語学留学に派遣しました。
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〜
い
い
香
り
〜
マ
ツ
タ
ケ

　

全
国
で
も
珍
し
い
マ
ツ
タ
ケ
の
学
校
林
を

持
つ
む
つ
み
中
学
校
で
、
10
月
13
日
、
マ
ツ

タ
ケ
狩
り
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

年
３
回
実
施
し
て
い
る
「
森も

り林
の
教
室
」
の

一
環
で
、
６
月
に
は
清
掃
作
業
、
11
月
に

は
来
年
に
向
け
て
の
手
入
れ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
林
の
管
理
を
し
て
い
る
林
業
振
興
会
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
急
斜
面
を
登

り
落
ち
葉
を
掻
き
分
け
探
し
ま
す
。

　

今
回
の
収
穫
量
は
66
本
（
３
・
85
㎏
）
と

昨
年
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
例
年
に
比
べ
不

作
と
の
こ
と
で
す
。

猿さ
る
た
ひ
こ
め
ん
だ
し

田
彦
面
山
車 

修
復

ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト

　

10
月
30
日
、
ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
運
動

の
第
２
号
物
件
「
猿
田
彦
面
山
車
」
の
完
成

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
台
座
を
含
め
る
と
高

さ
約
4.6
ｍ
の
大
き
き
の
天
狗
面
。
夏
の
住
吉

神
社
（
浜
崎
町
）
の
祭
礼
に
は
、
鳥
居
の
傍

ら
に
飾
ら
れ
ま
す
。
今
回
、
漆
の
塗
り
替
え

や
台
車
を
取
り
付
け
ま
し
た
。
10
月
25
日
現

在
、約
１
２
４
６
万
円
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
、

第
３
号
物
件
を
募
集
中
で
す
。

　

萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課
内
ワ
ン
コ

イ
ン
ト
ラ
ス
ト
委
員
会
（
２
５
・
３
３
５
６
）

上
野
神
楽
舞 

奉
納

　

椿
東
上
野
地
区
の
高た
か
だ
こ
う
じ
ん
じ
ゃ

田
荒
神
社
で
は
、
古

く
か
ら
神
楽
舞
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昭
和
40
年
代
頃
か
ら
後
継
者
不
足
の
た

め
途
絶
え
て
い
ま
し
た
。平
成
８
年
秋
、25
年

に
１
度
の
式
年
祭
で
復
活
し
た
の
を
機
に
、

以
後
有
志
で
保
存
会
を
結
成
。
以
来
毎
年
秋

祭
り
前
夜
に
神
楽
舞
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
保
育
園
児
や
小
中
学
生
も
メ
ン

バ
ー
と
な
り
、
夏
休
み
か
ら
練
習
を
続
け
、

今
年
も
10
月
14
日
の
前
夜
祭
で
、
観
客
約

１
０
０
人
を
前
に
上
野
神
楽
舞
を
披
露
し
ま

し
た
。

長
門
峡
も
み
じ
ま
つ
り

　

紅
葉
の
始
ま
っ
た
11
月
３
日
、
長
門
峡
龍

宮
淵
で
も
み
じ
ま
つ
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
こ
の
日
に
、
阿
東
町
側
と
同
日
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
萩
・
阿
西
商
工
会
が
鮎

の
塩
焼
き
を
は
じ
め
、
農
産
物
や
加
工
食
品

な
ど
を
即
売
し
、
買
い
物
客
に
は
川
上
特
産

の
ユ
ズ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

26
日
ま
で
、
龍
宮
淵
か
ら
長
門
峡
駅
間
で

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
さ
れ
、片
道
約
30
分
、

料
金
は
大
人
６
０
０
円
で
す
。
長
門
峡
の
紅

葉
は
、
11
月
下
旬
ま
で
楽
し
め
そ
う
で
す
。

萩

川上

むつみ

萩
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幕
末
の
志
士
に
続
け

幕
末
体
験
育
英
塾

　

10
月
27
日
、須
佐
民
俗
資
料
館
「
益
田
館
」

で
幕
末
の
授
業
風
景
を
再
現
す
る
「
幕
末
体

験
育
英
塾
」
が
開
催
さ
れ
、
須
佐
地
域
の
小

学
６
年
生
30
人
が
胴
衣
や
着
物
姿
で
参
加
し

ま
し
た
。

　

享
保
20
年
（
１
７
３
４
年
）、
毛
利
藩
永

代
家
老
の
益
田
元
道
が
、
子
弟
教
育
の
場
と

し
て
郷
校
「
育
英
館
」
を
須
佐
に
開
設
。
藩

校
「
明
倫
館
」
と
と
も
に
幕
末
志
士
た
ち
の

教
育
の
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

し
た
。
幕
末
体
験
育
英
塾
は
、
い
に
し
え
の

教
育
現
場
を
再
現
し
、
幕
末
の
志

士
た
ち
の
意
気
込
み
を
学
習
し
て

も
ら
お
う
と
平
成
５
年
か
ら
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

萩
往
還
鉄
人

マ
ラ
ソ
ン
２
０
０
６

　

10
月
29
日
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、

参
加
し
た
38
人
の
選
手
は
、
明
木
小
学
校
を

９
時
に
ス
タ
ー
ト
、
萩
往
還
、
男
岳
、
東
鳳

翩
山
な
ど
の
険
し
い
山
々
を
越
え
、
体
力
と

精
神
力
の
限
界
に
挑
む
37
㎞
の
鉄
人
コ
ー
ス

で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

は
３
時
間
42
分
で
ゴ
ー
ル
。

　

一
昨
年
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
た
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
マ
ラ
ソ
ン
。
そ
の
参
加
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
強
い
期
待
に
こ
た
え
、
地
元
青
年
が

中
心
と
な
っ
て
継
承
し
ま
し
た
。

福
栄
・
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

　

10
月
12
日
、
萩
警
察
署
員
を
招
い
て
、「
福

栄
・
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
が
福

栄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

住
民
約
２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

防
犯
対
策
の
話
の
後
、
最
近
の
暴
力
団
情

勢
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、「
暴
力
追
放
３

な
い
運
動
」
の
徹
底
、
ま
た
暴
力
追
放
運
動

は
、
行
政
と
警
察
、
そ
し
て
地
域
住
民
が
三

位
一
体
と
な
っ
て
協
力
し
て
行
う
こ
と
が
必

要
不
可
欠
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
義
は
、
当
時
の
授
業
さ
な
が
ら
に
座
机

で
行
わ
れ
、「
須
佐
の
歴
史
」「
育
英
館
の
授

業
」「
書
道
」「
剣
術
」
を
学
習
。
子
ど
も

た
ち
は
、
慣
れ
な
い
正
座
で
最
初
は
足
を
痛

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ

講
義
に
集
中
し
、
先
生
の
教
え
を
熱
心
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　
「
昔
の
人
が
こ
ん
な
に
苦
労
し
て
勉
強
し

て
い
た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
い
い
勉
強
に

な
っ
た
」
と
草
野
勇ゆ
う
き生
君
（
育
英
小
）。
子
ど

も
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

旭

福栄

須佐
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田
万
川
の
農
林
産
物
加
工
・
販
売
所

市
内
に
あ
る
農
林
産
物
加
工
・
販
売
所
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

道の駅
「ゆとりパークたまがわ」

■ところ　萩から益田方面の国道 191 号線
　沿い左手
■特色　地元産の鮮魚、野菜、果物、乾物とい
　った海と山の幸を豊富に品揃えしています。
　　鮮魚は主に江崎港で水揚げされたもので、
　希望に応じて３枚おろしや刺身にもできま
　す。果物は季節によって桃、梨、りんご、
　温州みかんが店頭に並びます。おすすめは、
　圧倒的な人気を誇る「煮干しいりこ」と、
　これから最盛期を迎える小川りんご。

田万川農産物加工場

い
も
掘
り
フ
ェ
ス
タ

　

10
月
29
日
、
澄
み
き
っ
た
青
空
の
下
、「
い

も
掘
り
フ
ェ
ス
タ
」
が
平
わ
ら
び
台
（
福

井
）
で
開
催
さ
れ
、
市
外
の
方
を
中
心
に
約

２
４
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

畑
一
面
に
広
が
っ
た
蔓
を
取
り
除
き
、
大

人
も
子
供
も
夢
中
に
な
っ
て
土
を
掘
り
、
小

さ
い
も
の
、
大
き
い
も
の
、
細
長
い
も
の
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
形
を
し
た
た
く
さ
ん
の
サ
ツ

マ
イ
モ
を
収
穫
。
都
会
で
は
普
段
触
れ
る
こ

と
の
な
い
土
に
触
れ
、
自
分
で
収
穫
す
る
こ

と
の
喜
び
を
体
験
し
ま
し
た
。

農
山
漁
村
の

　

今
後
を
考
え
る

　

10
月
24
日
、
福
栄
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン

タ
ー
で
、「
阿
武
萩
農
山
漁
村
担
い
手
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

来
年
度
か
ら
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
」
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
な
ど
大
き
く
変
わ

る
農
政
事
情
の
中
で
、
男
女
と
も
に
農
山
漁

村
の
「
今
」
と
「
こ
れ
か
ら
」
を
共
に
考
え

る
機
会
に
し
よ
う
と
、
集
落
リ
ー
ダ
ー
や
法

人
代
表
等
を
交
え
、
約
２
４
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

福栄

福栄

■ところ　道の駅「ゆとりパークたまがわ」隣接
■特色　田万川地域に原木のある、長門ユズキチを
　使用したユズキチジュースや、田万川産の大豆を
　使用した豆乳、ヨモギ・キビ等を使用したあん餅
　の加工場。おすすめは、ユズキチジュース、豆乳、
　あん餅。
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県
民
手
帳
の
販
売

　

行
事
予
定
を
は
じ
め
、
山
口
県

の
基
本
的
な
統
計
デ
ー
タ
や
行
政

区
画
図
、
観
光
図
、
名
簿
編
・
生

活
編
な
ど
を
設
け
、
日
常
生
活
に

役
立
つ
情
報
を
収
録
し
た
手
帳
で

す
。

■
発
売
日　

11
月
21
日
（
火
）

■
価
格　

４
８
０
円

■
販
売
所　

市
役
所
案
内
係
、
各

総
合
事
務
所
、
支
所
・
出
張
所

問
い
合
わ
せ

企
画
課　
　
（
２
５
・
３
４
３
１
）

自
動
車
事
故
に
よ
る

被
害
者
の
方
へ

◯
萩
市
交
通
遺
児
支
援
金

　

市
で
は
、
交
通
遺
児
等
の
健
全

育
成
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
支
援

金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

  

10
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住
所

の
あ
る
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
交
通
遺
児
等
を
監
護
す
る
保
護

者【
交
通
遺
児
等
】
交
通
事
故
の
た

め
、
両
親
か
父
母
の
い
ず
れ
か
一

方
、
も
し
く
は
児
童
を
監
護
し
て

い
た
者
が
、
死
亡
ま
た
は
重
度
後

遺
障
害
者
と
な
っ
た
方
（
自
動
車

損
害
賠
償
保
障
法
施
行
令
別
表
の

第
１
級
か
ら
第
３
級
に
定
め
る
障

害
程
度
）

■
支
援
金
の
額　

１
人
に
つ
き
年

額
５
０
０
０
円

■
申
込
方
法　

 

12
月
６
日
ま
で

に
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
子
育

て
支
援
課
、
ま
た
は
各
総
合
事
務

所
健
康
福
祉
課
備
え
付
け
の
申
請

書
を
提
出

※
重
度
後
遺
障
害
者
に
な
ら
れ
た

方
は
、
証
明
書
類
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み

子
育
て
支
援
課
母
子
福
祉
係　
　

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
３
６
）

◯
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付

　

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
保
護
者

が
死
亡
さ
れ
た
り
、
重
度
の
後
遺

障
害
者
に
な
ら
れ
た
方
の
お
子
さ

ん
（
中
学
生
ま
で
）
を
養
育
し
て

い
る
保
護
者
に
無
利
子
で
育
成
資

金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

■
貸
付
金
額　
（
1
人
に
つ
き
）

初
回
一
時
金
15
万
５
０
０
０
円
、

毎
月
２
万
円
、
入
学
支
度
金
（
希

望
に
よ
り
）
４
万
４
０
０
０
円

■
貸
付
期
間　

貸
付
が
決
定
し
た

月
か
ら
中
学
校
卒
業
の
月
ま
で

◯
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
の
支

給
　

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
頭
部
や

脊
髄
に
損
傷
を
受
け
、
重
度
の
後

遺
障
害
が
残
り
、
常
時
ま
た
は
随

時
の
介
護
が
必
要
な
状
態
の
方
に

支
給
し
ま
す
。

■
介
護
料
（
月
額
）
２
万
９
２
９

０
円
〜
13
万
６
８
８
０
円

問
い
合
わ
せ

自
動
車
事
故
対
策
機
構
山
口
支
所

　
（
０
８
３
・
９
２
４
・
５
４
１
９
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
収
益
金
で
行
わ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
、
旭
地

域
に
集
会
用
テ
ン
ト
、
視
聴
覚
機

器
、折
り
た
た
み
ベ
ン
チ
、ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

ペ
タ
ン
ク
・
ユ
ニ
カ
ー
ル
・
キ
ン

ボ
ー
ル
を
整
備
し
ま
し
た
。　
　

　

貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

旭
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課　
　

　
　
　
　
　
（
５
５
・
０
２
１
１
）

寄
付

　

柳
井
治
彦
氏
（
堀
内
）
か
ら
、

電
動
介
護
ベ
ッ
ド
の
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

不
要
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

ベ
ッ
ド　

エ
ア
コ
ン　

こ
た
つ　

遠

近
両
用
め
が
ね　

救
命
胴
衣　

健
康

器
具　

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス　

シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
カ
ー
ト　

扇
風
機　

カ
ラ
オ
ケ

ソ
フ
ト　

和
布
団
・
毛
布　

萩
市
史

（
２
、３
巻
）　

そ
う
め
ん
セ
ッ
ト

オ
ル
ガ
ン　

空
気
清
浄
機　

テ
レ
ビ

洗
濯
機　

テ
ー
ブ
ル　

電
動
自
転
車

エ
レ
キ
ギ
タ
ー　

ス
チ
ー
ム
ク
リ
ー

ナ
ー　

ベ
ビ
ー
用
ラ
ッ
ク　

シ
ャ
ン

デ
リ
ア　

学
習
机　
　

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

制
服
・
体
操
服
（
椿
東
小
女
子
、
萩

高
女
子
、
萩
東
中
男
子
、
高
俣
分
校
）

椅
子　

昭
和
30
年
代
民
具　

原
付　

登
山
用
の
杖　

机　

洗
濯
機　

冷
蔵

庫　

パ
ソ
コ
ン　

木
製
テ
ー
ブ
ル
・

椅
子　

チ
ェ
キ　

カ
メ
ラ
（
望
遠
）

本　

掃
除
機　

キ
ー
ボ
ー
ド　

ビ
デ

オ
カ
メ
ラ　

冷
蔵
庫　

食
器
棚　

Ｆ

Ａ
Ｘ　

タ
ン
ス　

こ
た
つ　

ベ
ッ
ド

ピ
ア
ノ　

大
人
用
三
輪
車

◆
登
録
は
６
か
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

者
は
、ま
ず
広
報
課
（
２
５
・
３
１
７

８
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
成
立
し

た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場

合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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日 開議 日　程

30日（木） 10:00 ①会期の決定、②諸報告、
③議案上程

1日（金） 10:00 ①議案質疑
②議員提出議案、請願

4日（月）～
7日（木） 10:00 一般質問

8日（金） 10:00 各特別委員会
11日（月）〜
12日（火） 10:00 各常任委員会

14日（木） 14:00 委員長報告・質疑・
討論・表決

「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」
登

録
物
件

　

市
で
は
、
団
塊
の
世
代
を
中
心

と
し
た
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
の

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
定
住
者

向
け
の
賃
貸
住
宅
等
を
紹
介
す
る

「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」を
開
設
し
、

住
ま
い
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、
使
用
さ
れ
て
い
な

い
住
宅
（
空
き
家
）
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
定
住
希
望
者
向
け
の
住
宅

と
し
て
活
用
し
ま
す
の
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
11
月
１
日
現
在
で

12
件
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w

w
w

.hagicity.com
/teijyu/

問
い
合
わ
せ

企
画
課
内
定
住
総
合
相
談
窓
口

（
２
５
・
３
８
１
９
、
Ｅ
メ
ー
ル

teijyu@
city.hagi.yam

aguchi.
jp

）
萩
大
島
魚
釣
り
大
会

■
と
き　

11
月
23
日
（
木
・
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
定
期
船　

・
萩
発　

午
前
８
時
10
分　

・
大
島
発　

午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
大
島
港
防
波
堤

■
対
象
者　

釣
り
を
楽
し
む
方

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
費　

中
学
生
以
上
２
５
０

０
円
、
小
学
生
以
下
１
５
０
０
円

※
傷
害
保
険
料
・
乗
船
券
代
を
含

む■
定
員　

約
１
０
０
人（
先
着
順
）

■
主
催　

萩
大
島
を
愛
す
る
会

■
申
込
方
法　

11
月
21
日
ま
で

に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
大
島
公
民
館
へ

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
０
３
萩
市
大
島

１
０
５　

大
島
公
民
館
（
２
８
・

０
５
９
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
８
・
１
５

６
９
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
住
宅
名
・
家
賃
等

•
中
津
江
（
一
般
１
戸
、２
Ｄ
Ｋ
、

家
賃
２
万
３
０
０
円
〜
４
万
４
６

０
０
円
、
駐
車
場
７
０
０
円
）

•
金
谷
（
一
般
１
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
、

家
賃
２
万
１
９
０
０
円
〜
４
万
８

1
０
０
円
、
駐
車
場
８
０
０
円
）

■
入
居
時
期　

い
ず
れ
も
１
月
上

旬
以
降

■
入
居
要
件　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方
（
外
国
人
の

入
居
希
望
者
を
含
む
）

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
（
内
縁
関

係
に
あ
る
方
お
よ
び
婚
約
者
を
含

む
）

③
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

※
現
在
、
県
外
に
住
所
ま
た
は
勤

務
先
が
あ
る
方
も
、
①
〜
③
の
す

べ
て
の
要
件
を
備
え
て
い
る
場

合
、
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間　

11
月
20
日
〜
11
月

30
日
（
消
印
有
効
）

■
申
込
方
法　

山
口
県
住
宅
供
給

公
社
、
萩
土
木
建
築
事
務
所
、
建

築
課
備
え
付
け
の
申
込
書
を
山
口

県
住
宅
供
給
公
社
へ
郵
送

申
し
込
み

〒
７
５
３
‐
８
５
３
２
山
口
市
後

河
原
１
５
０
番
地
１ 

県
庁
分
庁

舎
１
階　

山
口
県
住
宅
供
給
公
社

　
（
０
８
３
・
９
３
４
・
２
０
０
４
）

萩
公
共
サ
ー
ビ
ス
㈱
社
員

■
募
集
人
員　

１
人

■
勤
務
内
容　

経
理
事
務

■
資
格　

簿
記
２
級
以
上
、
エ
ク

セ
ル
を
使
用
で
き
る
方

■
採
用
日　

平
成
19
年
１
月
10
日

■
勤
務
場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
休
日　

土
・
日
曜
日
、
祝
日

■
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分

■
給
与　

月
額
13
万
円
前
後
（
経

験
、
資
格
に
よ
り
決
定
）

■
面
接　

12
月
14
日
（
木
）
午
後

１
時
〜
▽
サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
申
込
方
法　

12
月
８
日
ま
で

に
、市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
萩
公
共
サ
ー
ビ
ス
㈱
へ
郵
送
ま

た
は
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
２
５
萩
市
土
原

５
２
６　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
内
萩
公

共
サ
ー
ビ
ス
㈱（

２
６
・
１
３
３
３
）

外
国
人
と
楽
し
む
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　

萩
市
周
辺
に
住
む
外
国
人
を
交

え
て
の
楽
し
い
軽
食
パ
ー
テ
ィ
ー

で
、
外
国
人
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ

や
楽
し
い
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
ま

す
。
日
本
語
の
話
せ
る
外
国
人
も

多
数
参
加
予
定
で
す
。

■
と
き　

12
月
２
日
（
土
）
午
後

0
時
30
分
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
体
育
館　

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

11
月
30
日
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
郵
送

※
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
可
。

■
主
催　

萩
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ク
ラ
ブ

萩市議会 12 月定例会
■と　き　11月30日（木）〜12月14日（木）
■ところ　萩市議会議場

※議会は傍聴することができます。
※日程は変更になることがあります。

問い合わせ  議会事務局（２５・３１４４）
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申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
２
１
１
萩
市
福
井

上
３
９
３
９　

萩
国
際
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ク
ラ
ブ
担
当
・
斉
藤
賢
親

（
０
９
０
・
７
７
７
８
・
５
７
５
９
、

Ｅ
メ
ー
ルnoum

u@
d8.dion.

ne.jp

）

２
等
陸
海
空
士
・
自
衛
隊

生
徒

○
２
等
陸
海
空
士

■
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
子

■
試
験
日　

12
月
17
日
（
日
）

■
申
込
期
限　

12
月
６
日
（
水
）

○
自
衛
隊
生
徒

■
資
格　

中
卒
（
見
込
み
）
の
17

歳
未
満
の
男
子

■
試
験
日　

平
成
19
年
１
月
13
日

（
土
）

■
申
込
期
限　

平
成
19
年
１
月
９

日
（
火
）

申
し
込
み

自
衛
隊
萩
地
域
事
務
所　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
２
・
２
４
０
９
）

消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

  

消
費
者
に
関
す
る
様
々
な
問
題

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
正
し
く
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
毎
年
実

施
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

  

今
年
は
、
社
会
情
勢
の
今
と
将

来
を
見
据
え
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
実

現
に
向
け
た
知
恵
を
学
び
ま
す
。

■
と
き　

11
月
29
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

須
佐
公
民
館

※
市
役
所
か
ら
会
場
ま
で
の
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
（
定
員
28
人
）
を
用
意

し
ま
す
。
乗
車
希
望
の
方
は
午

前
９
時
ま
で
に
集
合
し
て
く
だ
さ

い
。

■
演
題　
「
ち
て
き
に　

す
て
き

な　

く
ら
し
と
経
済
」

■
講
師　

近
藤
泉
（
金
融
広
報
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
）　

■
受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
５
・
０
９
９
９
）

イ
キ
イ
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
水

中
運
動
教
室

　

温
水
プ
ー
ル
で
の
水
中
運
動
を

メ
イ
ン
に
、「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
」
予
防
に
向
け
て

の
運
動
と
食
事
法
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
と
き
・
内
容

•
第
１
回　

12
月
７
日
（
木
）
午

後
１
時
〜
４
時
▽
健
康
・
体
力

チ
ェ
ッ
ク
、
講
話

•
第
２
回
〜
15
回　

12
月
14
日
〜

３
月
１
日
の
原
則
毎
週
木
曜
日
▽

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
水
中
運
動
、
調

理
実
習
（
月
曜
日
に
3
回
実
施
）

•
第
16
回　

３
月
８
日
（
木
）
午

後
１
時
〜
４
時
▽
健
康
・
体
力
チ

ェ
ッ
ク
、
反
省
会

■
と
こ
ろ　

萩
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
（
調
理
実
習
時
は
萩
市
保

健
セ
ン
タ
ー
）

■
対
象
者  

市
内
在
住
の
40
〜
69

歳
で
、
原
則
毎
回
参
加
で
き
、
水

中
運
動
が
可
能
な
方
。
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
。

•
腹
囲
の
気
に
な
る
方

•
最
近
の
健
康
診
査
で
生
活
改
善

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
方

•
病
気
療
養
中
の
場
合
は
医
師
の

許
可
を
得
た
方

■
参
加
料  

２
０
０
０
円
（
全
16

回
分
、
保
険
料
も
含
む
）

■
定
員  

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

11
月
30
日
ま
で
に
、
萩
市
保
健
セ

ン
タ
ー
（
２
６
・
０
５
０
０
）
へ

○萩市中小企業勤労者小口資金
■貸付対象者　次のすべての要件を備えている中小企業勤労者
　①市内に１年以上居住し、同一事業所に１年以上勤務している
　方　②市税を完納している方　③資金使途が明確な方
　※事業主と同一生計の勤労者で、当該事業主の経営する企業に
　勤務する方は貸付対象となりません。
■貸付条件　

■保証人　不要（ただし、勤続１年未満の方は保証人２人必要）
■保証料　保証機関の定める保証料が別途必要
○萩市中小企業労働者生活資金
■貸付対象者　市内中小企業の勤労者で、同一事業所に１年以上
　勤務しており、市税を完納している方
■貸付条件

■保証人　１人以上必要
■保証料　保証機関の定める保証料が別途必要 ( ハートピア共済
　加入者については、萩市勤労福祉共済会が負担 )
■申込先　いずれも中国労働金庫萩支店

問い合わせ
　商工課（２５・３１０８）、中国労働金庫萩支店（２２・１２２５）

資金名 貸付限度額 貸付期間 貸付利率
大学教育資金 300 万円 10 年以内 2.50%

育児・介護休業資金 100 万円 ５年以内 2.00%
冠婚葬祭・療養資金 100 万円 ４年以内 2.50%

災害資金 100 万円 ４年以内 2.50%
生活向上資金 70 万円 ３年以内 2.50%

資金名 貸付限度額 貸付期間 貸付利率
大学進学資金 100 万円 5 年以内 2.50%

その他生活資金 70 万円 3 年以内 2.50%

勤労者のための貸付制度
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山
口
福
祉
文
化
大
学

講
演
会

◎
プ
レ
ミ
ア
ム
介
護
の
集
い

「
二
人
三
脚
で
乗
り
越
え
た
介
護

の
日
々
」

　

夫
・
大
島
渚
映
画
監
督
が
10
年

前
に
脳
出
血
で
倒
れ
、
女
優
業
か

ら
介
護
者
と
い
う
立
場
に
。
介
護

の
厳
し
さ
、
喜
び
、
夫
と
共
に
過

ご
す
生
活
の
中
で
の
体
験
談
を
語

り
ま
す
。

■
と
き　

11
月
30
日
（
木
）
午
後

６
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
講
師　

小
山
明
子
（
女
優
）

■
入
場
料　

無
料
（
入
場
整
理
券

が
必
要
）

※
入
場
整
理
券
は
市
役
所
案
内

係
、
各
総
合
事
務
所
で
配
付
し
ま

す
。主

催
・
問
い
合
わ
せ

萩
国
際
大
学
（
２
４
・
４
０
０
０
）

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
無
料
電
話
相
談

■
と
き　

12
月
２
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■
内
容　

消
費
者
金
融
・
信
販
会

社
・
銀
行
等
の
月
々
の
返
済
に

困
っ
て
い
る
方
に
対
し
て
債
務
整

理
手
続
の
紹
介
等
を
ア
ド
バ
イ
ス

■
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　
　
　
　
　

０
１
２
０
・
０
０
３
・
８
２
１

問
い
合
わ
せ

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会　

　
（
０
８
３
５
・
２
７
・
５
７
１
７
）

　
母
子
家
庭
等
就
業
相
談
会

（
予
約
制
）

■
と
き　

11
月
30
日
（
木
）
午
後

１
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

母
子
家
庭
の
母
等
の
自

立
促
進
の
た
め
の
就
業
・
生
活
面

の
相
談

■
対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
お
よ

び
寡
婦

■
参
加
料　

無
料

※
事
前
に
電
話
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

申
し
込
み

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　

　
（
０
８
３
・
９
２
３
・
２
４
９
０
）

む
つ
み
縦
走
駅
伝
大
会
に

ご
声
援
を

■
と
き　

11
月
23
日
（
木
・
祝
）

▽
ス
タ
ー
ト
時
間　

高
校
・
一
般

の
部
午
前
11
時
、
中
学
・
女
子
の

部
午
前
11
時
20
分

■
コ
ー
ス　

む
つ
み
地
域
（
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
＝
む
つ
み
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

■
部
門　

中
学
校
男
子
の
部
、
高

校
の
部
、
一
般
の
部
、
中
学
校
女

子
の
部
、
一
般
女
子
の
部

■
主
催　

教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

む
つ
み
地
域
事
務
所　
　
　
　
　

　
（
０
８
３
８
８
・
６
・
０
２
３
６
）

中
央
公
民
館
合
同
作
品
発

表
会
・
舞
台
発
表
会

■
と
き　

11
月
24
日
（
金
）
〜
26

日
（
日
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時※
舞
台
発
表
会
は
26
日
（
日
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
写

真
、
川
柳
、
書
、
絵
画
、
萩
人
形

な
ど
の
作
品
発
表
お
よ
び
歌
謡
、

舞
踊
、
民
謡
、
詩
吟
、
楽
器
演
奏

な
ど
の
舞
台
発
表

■
主
催　

中
央
公
民
館
合
同
作
品

発
表
会
実
行
委
員
会
・
中
央
公
民

館
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
１
１
）

阿
武
川
流
域
森も

り林
だ
く
さ

ん
祭
り

■
と
き　

11
月
26
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

森
の
館
萩（
福
井
下
・

阿
武
萩
森
林
組
合
）

■
内
容　

農
林
産
物
販
売
、
も
ち

ま
き
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
丸
太

早
切
り
競
争
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
体

験
、
椎
茸
駒
打
ち
体
験
、
ダ
ツ
編

み
体
験
、
良
質
柱
材
展
示
ほ
か

◆マイたうん萩（10 分間）
• 11月 16日放送 「萩博物館　山口県
が生んだ７人の宰相展」
• 11月23日放送 「定住促進対策事業」

問い合わせ　
　広報課（２５・３４７１）

萩市の行政番組
　（ケーブルテレビ）
　　　　　　　放送予定★毎週木曜放映

　

上
演
作
は
、マ
ー
ク
・
ト
ウ
ェ

イ
ン
原
作
の
「
王
子
と
こ
じ

き
」
を
も
と
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

楽
し
め
る
作
品
で
す
。

■
と
き　

平
成
19
年
１
月
30
日

（
火
）
午
後
６
時
30
分
〜
（
開

場
６
時
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

全
席
指
定

４
２
０
０
円
（
３
歳
以
上
）

■
前
売
券
販
売
開
始
日　

11
月
20
日
（
月
）

■
販
売
所　

市
役
所
案
内
係
、

ア
ト
ラ
ス
萩
店
、
サ
ン
リ
ブ
萩

店
、
萩
楽
器
店
ほ
か

■
主
催　
「
劇
団
四
季
」
萩
公

演
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

   劇団四季
  ファミリー
ミュージカル

「王子とこじき」
前売券発売！

「王子とこじき」
前売券発売！
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■
主
催　

萩
地
域
林
業
振
興
会
連

絡
協
議
会

問
い
合
わ
せ

山
口
県
萩
農
林
事
務
所
森
林
づ
く

り
推
進
課
（
２
２
・
３
３
６
６
）

健
康
づ
く
り
大
会

■
と
き 

11
月
26
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
４
時
（
受
付
時
に
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
）

■
と
こ
ろ 

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容 

「
つ
け
よ
う　

運
動
習
慣

取
り
除
こ
う　

余
分
な
脂
肪
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
体
操
の
実
践

■
持
参
品　

上
履
き
、
運
動
の
で

き
る
服
装

■
参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
６
・
０
５
０
０
）

シ
ク
ラ
メ
ン
フ
ェ
ア

■
と
き　

12
月
２
日
（
土
）、
３

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
３
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
ハ
ピ
ネ
ス

ふ
く
え
」

■
内
容　

シ
ク
ラ
メ
ン
の
Ｐ
Ｒ
・

販
売
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
大
板

山
た
た
ら
太
鼓
演
奏
、
レ
ス
ト
ラ

ン
特
別
メ
ニ
ュ
ー
販
売
、
各
種
出

店
主
催
・
問
い
合
わ
せ

シ
ク
ラ
メ
ン
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

（
５
２
・
０
２
７
３
）
代
表
・
阿
武

和
男

萩
ク
ラ
イ
ネ
ル
コ
ー
ル
定

期
演
奏
会　

萩
市
芸
術
祭

■
と
き　

12
月
３
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

混
声
合
唱
で
20
曲
を
披

露■
入
場
料　

５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

萩
ク
ラ
イ
ネ
ル
コ
ー
ル　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
２
２
・
６
５
７
０
）

旭里山体験ツアー 12月3日（日） 午前9時〜午後３時

■対象者　　市内に在住または通勤・通学している方
■募集人員　20人
■参加費　　1,800円（昼食代を含む）
※市役所までは各自でお越しください。
※作業ができる服で、防寒着を用意してください。

申し込み　11月24日までに、地域調整課
　　　　　　（２５・３３５９）へ

◆長小野里山交流会
　道の駅「あさひ」から南西に美東町を目指し
約 10 ㎞の山あいにある長小野地区の里山が会
場。平成 12 年度から里山の再生と新しい里山
文化の創造を目指して、地元住民と都市住民が
里山の資源を活用した交流を行っています。
◆国境の碑
　夏木原キャンプ場近くの萩往還沿いにある防
長２国の国境を示す石碑で、高さ約 2 ｍ。

萩探訪ツアー第16弾！

訪 問 先

市役所発　⇒　長小野里山フィールド
（里山体験）昼食　⇒　国境の碑　⇒　
道の駅「あさひ」　⇒　市役所着

長小野里山フィールド（佐々並）で開催される
「長小野里山交流会」に参加し、クリスマスツ
リーやミニ門松造りを体験します。

【
相
談
】

　
「
水
道
局
の
関
係
会
社
」
を

名
乗
り
、「
水
道
水
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
お
願
い
」
で
高
齢
者
宅
に

電
話
を
か
け
て
き
ま
す
。
翌
日

「
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
礼
に
、
無

料
で
浄
水
器
を
取
り
付
け
る
」

と
訪
問
し
ま
す
。
そ
の
後
１
時

間
以
上
も
「
こ
の
浄
水
器
を
使

え
ば
一
生
健
康
で
い
ら
れ
る
、

安
い
買
い
物
だ
」
な
ど
と
言
っ

て
、
高
額
な
浄
水
器
を
売
り
つ

け
る
も
の
で
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　
「
水
道
局
」
を
か
た
る
こ
と

で
高
齢
者
を
信
用
さ
せ
、「
ア

ン
ケ
ー
ト
の
お
礼
」を
口
実
に
、

高
額
な
浄
水
器
を
売
り
つ
け
る

手
口
で
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合

は
、
電
話
の
時
点
で
き
っ
ぱ
り

と
断
り
ま
し
ょ
う
。「
帰
っ
て
」

と
言
っ
て
も
業
者
が
居
座
る
場

合
は
、
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ

う
。
万
一
、
契
約
を
し
た
場
合

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
０
９
９
９
）

消費生活コーナー

浄
水
器
の
点
検
商
法
に
注
意
！

△国境の碑

募
集
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congratulation

慶弔だより
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

co
n

g
ratu

latio
n

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。
（敬称略）※10月16日〜10月31日受付分

■人の動き（平成18年10月末日）
　人口／58,618人（前月比−31）　男／27,004人（前月比−17）　
　女／31,614人（前月比−14）　世帯数／24,692世帯（前月比＋9）
　出生／30人　死亡／64人（10月分）

お悔やみ申し上げます
氏名 年齢 死亡日 住　所

手のひらの中の宇宙表紙

　茶碗は眺めるだけでなく、手にとって扱うも
の。手の中で廻すと作者の指の動きが、茶碗の
重みや表面の手触りとなって語りかけてくる。
　会期中の土・日曜日、祝日の午前 10 時から
午後３時 30 分まで、展覧会場内の１階ロビー
で。呈茶券は 500 円、別途観覧券が必要です。
　写真は陶芸を志しているパリ出身のアッヅォ
リ・エリックさん夫婦（下関市在住）。「意外に
軽くて、飲みやすいですね」

　本来、夏の魚とされるヒラマサ、萩では９月下
旬、朝晩に寒さを感じるころから漁期が始まりま
す。一見ブリに似ていますが、ブリより体型がス
マートで、唇の上端部分に丸みがあるのがヒラマ
サ。釣り人にとっては、磯のスプリンターの別称
で憧れの魚。通常は 60 ～ 70 ㎝級が多く水揚げ
されますが、時にはメーターオーバー、10kg 越
えの大型も見かけます。
　都市部では、もちろん超高級魚の扱いですが、
豊漁時、地元では、70 ㎝級が一本 3,000 円台半
ばの価格となり、とてもお買い得。ブリより脂が
上質で、身の締まりもよくコリコリとした食感。

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

co
n

d
o

len
ce

味の実力はブリの格上

ひらそ（ヒラマサ）

三輪壽雪さんの鬼萩割高台茶碗
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